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『日本語歴史コーパス』のための書籍活字の電子化
―小学館新全集『今昔物語集』を事例として―



























* 本稿は NINJAL「通時コーパス」プロジェクト・Oxford VSARPJプロジェクト合同シンポジウム「通時コー
パスと日本語史研究」（2012年 7月 31日）での口頭発表「小学館新全集『今昔物語集』での漢字活字―コー
パス化のための調査と処理方針の検討―」（須永・堤）の内容をもとにしている。
¹  2013年 6月時点で，平安仮名文学 10作品（古今和歌集・土佐日記・竹取物語・伊勢物語・落窪物語・大和物語・
枕草子・源氏物語・紫式部日記・和泉式部日記，全て小学館新全集）が『日本語歴史コーパス　平安時代編』
として先行公開されている。










































2.3.1 符号化文字集合 JIS X0213
　『日本語歴史コーパス』のための電子化にあたっては，国内規格「JIS X0213」に依拠して文字






X0213である。実際この JIS X0213は，BCCWJでの文字処理にも採用され，その際のべ 99.96%
の文字が JIS X0213で表現できることが確認された（高田ほか 2009）。このような実績から，現
どがさほど問題にならないこともあってか，JIS規格外字は少ない。10作品全てを通し規格外字の予備調査
を行ったが，外字は 10作品全体でのべ 2字，異なり 5字に収まり，全て Unicodeでは表現可能である。これ
と比べると本稿での調査対象である新全集『今昔物語集』1作品での外字の多さ，活字字形の多様さがうか
がえよう。








2.3.2 JIS X0213と Unicode
　符号化文字集合としては，国内規格 JIS X0213の他に，Unicodeもよく知られている。JIS 
X0213に収録されている文字は Unicodeにも含まれており，Unicodeは JIS漢字を含みつつ，よ
り大きい文字集合であると言える。文字集合の規模としては JIS X0213が 1万 1233字に対し，
Unicode4.0では9万6477字³と，Unicodeの方が圧倒的に大きい。実際，図2に示した各活字のうち，
JIS X0213で表現可能なものは1字のみであるのに対し，Unicode4.0では2字が表現可能である（表1）。














³  2012年 9月時点での最新版としては Unicode6.2（収録文字数 110,182）が公開されているが，本稿では
Unicode4.0を参照している。
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3. 新全集『今昔物語集』活字調査
3.1 新全集『今昔物語集』のデータ状態
　今回の活字調査には，新全集『今昔物語集』の XMLデータ 4（非公開）を用いた。この XML










示に変換したうえで <外字 >という仮タグを付与，さらに属性値として Unicodeでの文字コー
ドが自動で記入されたテキストを出力する。例えば図 3の JIS外字（「穴」＋「犬」，Unicodeで
は表現可能。Unicodeでの文字コードは U+FA55）は，「〓箱」でのチェックを通すと「<外字　
unicode=”FA55”>〓 </外字 >」となって出力される（図 5）。
4 『日本語歴史コーパス』構築のため，小学館の許諾を得て使用している。
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図 5　「〓箱」を用いた外字チェック












JIS X0213 748,903 2,426
第 1水準 742,536 1,610
第 2水準 5,482 646
第 3水準 603 87
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3.3.2 Unicodeとの比較
　『日本語歴史コーパス』の構築には JIS X0213文字集合の使用を予定しているが，新全集『今
昔物語集』での JIS X0213外字は異なりで 193字。この中には Unicodeでは表現可能な文字も多
数存在する。JIS外字・異なり 193字中，Unicodeを使用すれば表現できる外字は 104字。実例
として頻度順に 10位までを表 3に示す。
表 3　Unicodeで表現可能な JIS外字（頻度上位 10）
順位 文字 読みなど 頻度 順位 文字 読みなど 頻度
1 ののしる
かまびすし
145 5 くさし 22
2 （夜が）あく 64 7 まら 17
3 りょう 28 7 ひま 17
4 こつがい（乞丐）
の「がい」
27 9 こ 16





率は以下のとおり。JIS X0213より，のべ字数にして 0.08ポイント，異なり字数にして 3.97ポイ
ントほど上昇する。
表 4　JIS X0213と Unicodeカバー率の比較
のべ字数 異なり字数
JIS X0213 Unicode JIS X0213 Unicode
内字 748,903 749,486 2,426 2,530
外字 1,019 436 193 89
カバー率 99.86% 99.94% 92.63% 96.60%
　また，各文字集合が持つ文字総数に対し，実際使用した異なり字数がどの程度か，という稼働
率を算出したのが表 5である。JIS X0213では文字集合の 5分の 1が実際に使われたことになるが，
Unicodeを用意した場合，実際に使用するのは 2～ 3%である。
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図 10　文字代用 Aの処理例 1（新全集『今昔物語集』注，典拠：名義抄）
図 11　文字代用 Aの処理例 2（新全集『今昔物語集』注，典拠：字類抄）
　また，田嶋編（1980）において，見出し JIS漢字との関係が整理されている字に関しても，そ
れに従って JIS内字を代用字とする。
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JIS X0213 ＋文字代用 A ＋文字代用 B
処理可能文字総数 748,903 749,064 749,813
新たに処理できる文字総数（のべ） ― 161 749
外字総数（のべ） 1,019 858 109
カバー率 0.99864 0.99885 0.99986
図 14　新全集『今昔物語集』カバー率の比較















































































Unicode内字 12 13 （104）
Unicode外字 2 5 （89）















178 須永　哲矢・堤　　智昭／国立国語研究所論集 6: 163–181 (2013)
Digitization of Typeset Books in Constructing the Corpus of Historical 
Japanese: Th e Case of the Shōgakukan (SNKBZ) Edition 
of the Konjaku Monogatarishū
SUNAGA Tetsuyaa　　　TSUTSUMI Tomoakib
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bDoctoral Student, Tokyo University of Agriculture and Technology
Abstract
Digitizing characters not included in the standard set is an urgent problem for electronic corpora 
of historical documents. Such non-standard characters have hitherto been replaced with the 
symbol “〓” in digital corpora, which is quite inconvenient for users. In constructing the Corpus of 
Historical Japanese, the current Japanese standard for character codes, JIS X0213, will be adopted 
for the digitization of printed documents. Th is paper fi rst examines the effi  cacy of JIS X0213 for 
typeset versions of old texts. A thorough investigation of the Shōgakukan (SNKBZ) edition of 
the Konjaku Monogatarishū found that JIS X0213 covers 99.86% of the total character tokens. Th e 
paper then proposes a substitution system for the remaining 0.14% of the characters not covered 
by JIS X0213. Th e idea is to replace these non-standard characters with similar characters that are 
included in JIS X0213 while retaining information about the original characters for reference. All 
the non-standard characters in the Shōgakukan (SNKBZ) edition of the Konjaku Monogatarishū 
are listed at the end of the paper along with their replacements.
Key words:  construction of electronic corpora, JIS X0213, non-standard character processing, 
Konjaku Monogatarishū
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資料　新全集『今昔物語集』Unicode外字となる特殊活字一覧
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